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大阪クリスチャンセ ンター2階 多 目的ホール

「電子書籍 と図書館 にお ける学習環境」

'

基調講演 「電子書籍制作から図書館での学習デザインまで」

小松 泰信(大 阪女学院大学 国際 ・英語学部 准教授)

【内容概要】

ePub3.0やhtm15.0の 全容が明らかになる中で、リッチコンテンツになる電子書

籍はすでに私たちの知る図書の範躊を超える可能性を秘めています。他方では背景

に広がるソーシャルメディアや学習システムとの連携によって、電子書籍を介した

共同学習モデルの考案が求められています。特に電子教科書等の教材の電子化から

その配信および学習サービスの提供についての諸問題を取り上げ、今後の大学図書

館の役割や可能性などについて示唆された。

業者提案 と機器等展示

【内容概要】

基調講演 に即 して2社 か らの提案 と関連機器の展示があった。株式会社内 田洋行

は 「デジタイズサー ビスと、EVERNOTEで 実現する"授 業のコンテンツ化"と"教

材 の電子化"に ついて」、丸善株式会社は 「書籍電子化についての丸善C且1グ ループ

としての取組み」 について聞いた。

2010年 度海外認定研修報告

「米国大学図書館 におけるライテ ィング ・センターの役割 について」

川崎 安子(武 庫川女子大学附属図書館 主任司書)

【内容概要】

武庫川女子大学の川崎安子氏が2011年2月 に海外認定研修 としてアメ リカの大学

図書館を視察された。訪問先はワシン トンD.C.中 心部 にあ り5つ の図書館を持つ有

名私立大学のジョージ ・ワシン トン大学、 もうひとつはワシン トンD.C.近 郊にある

カ トリック系名門私立大学、8つ の図書館 を持つジョー ジタウン大学で、それぞれの

大学 図書館 のライティング ・セ ンターについてその役割、運営、利用状況などを中

心に写真 とともに報告を聞いた。

参加校:33校

参加人数:52名 以上


